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）

林

教

授

演
習
ア
ラ
ビ
ア
語

(
I
)

松

田

助

教

授

(
Z
i
a
d
e
h
 ,
 
W
i
n
d
e
r
 :
 A
n
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 to 
M
o
d
e
r
n
 

A
r
a
b
i
c
.
)
 

古
代
語

講

読

ラ

テ

ン

語

初

級

（

教

養

部

）

東

光

（
田
中
秀
央
「
初
等
ラ
テ
ン
語
文
典
」
）

講

読

ラ

テ

ン

語

講

読

松

田

(
C
i
c
e
r
o
:
 
D
e
 A
m
i
c
i
t
i
a
.
)
 

講

読

ギ

リ

シ

ァ

語

初

歩

（

哲

学

科

）

松

永

（
田
中
美
知
太
郎
・
松
平
千
秋
「
ギ
リ
シ
ァ
語
初
歩
」
）

講

読

梵

語

初

歩

(

”

)

伊

原

外
国
語

(
A
l
d
o
u
s
 H
u
x
l
e
y
:
 P
r
o
p
e
r
 S
t
u
d
i
e
s
.
)
 

（
教
養
部
）
宮
原

(

”

)

根

本

”
 
講

師
助
教
授

教

授

助
教
授

助
教
授

教 教

授 授

0
昭
和
四
十
三
年
度
卒
業
論
文
題
目

学
部

平
安
中
期
に
お
け
る
歌
人
意
識
に
つ
い
て
—
類
歌
を
め
ぐ
つ
て
の
一

考
察
—
石
川
靖
代

平
家
物
語
〔
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
〕
に
お
け
る
劇
的
局
面
の
主
要
な

傾

向

と

特

徴

板

坂

耀

子

曽

根

好

忠

の

歌

風

に

つ

い

て

鹿

川

留

美

子

中

島

敦

論

香

川

設

子

和
泉
式
部
日
記
に
お
け
る
三
人
称
的
叙
述
と
超
越
的
視
点
に
つ
い
て
の

考

察

上

大

迫

正

玄
鶴
山
房
論
〔
新
時
代
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
〕
空
閑
俊
親

大

和

物

語

の

研

究

工

藤

重

矩

風

土

記

の

地

名

音

に

つ

い

て

小

柳

多

恵

子

漢
文

学
国
語
学
・
国
文
学
関
係

会

行

事

巾
国
語
初
歩

II

ロ
シ
ア
語

(
W
e
r
e
a
d
 R
u
s
s
i
a
n
.
)

村

山

ロ
シ
ア
語
初
級
（
八
杉
貞
利
「
初
等
ロ
シ
ア
語
文
法
」
）II 

（
非
常
勁
）
室
永

載

師

1

一"n
 

教

授
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彙

報

後

撰

集

前

後

に

お

け

る

笑

い

に

つ

い

て

椎

野

西

鶴

の

敬

語

塩

塚

道
草
論
ー
漱
石
と
健
三
の
思
想
的
距
離
を
中
心
と
し
て
ー

島

潤

二

「
西
行
上
人
談
抄
」
に
お
け
る
西
行
の
歌
論
杉
野
八
重
子

類
泰
名
義
抄
に
お
け
る
漢
字
音
の
仮
名
表
記
ー
図
書
寮
本
名
義
抄
を

中

心

と

し

て

ー

田

尻

英

三

「

夜

の

寝

覚

に

つ

い

て

」

立

石

早

子

樋

ロ

一

葉

研

究

平

原

息

子

源

氏

物

語

に

於

る

「

形

代

」

に

つ

い

て

堀

越

香

子

大

宰

治

と

聖

書

と

愛

溝

口

悦

子

0
九
大
国
語
国
文
学
会

(
4
4
.
6
.
1
)
研
究
発
表
題
目

口
語
的
表
現
の
変
遷
ー
助
詞
「
と
て
」
の
用
法
の
種
々
相
か
ら
1

添

田

健

治

郎

狭

衣

物

語

の

和

歌

に

つ

い

て

森

下

純

昭

「

西

鶴

名

残

の

友

」

の

挿

絵

に

つ

い

て

若

木

太

一

日

本

書

紀

私

記

の

諸

問

題

福

田

益

和

平

治

物

語

諸

本

研

究

上

の

基

礎

的

一

・

ニ

の

問

題

笠

栄

治

源

氏

物

語

に

お

け

る

予

言

を

め

ぐ

つ

て

徳

満

澄

雄

南
九
州
方
言
に
痕
跡
を
残
す
ニ
・
三
の
語
の
系
統
秋
田
義
昭

法

華

百

座

聞

書

抄

に

お

け

る

文

体

の

問

題

春

日

和

男

0
第
十
九
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会
（
い
胄
い
図
戸
:
2
2
)

明俊

子顕

「
か
が
や
く
日
の
宮
」
の
巻
を
め
ぐ
つ
て

西
鶴
の
「
大
笑
ひ
」
に
つ
い
て

古
本
説
話
集
の
接
続
詞
に
つ
い
て

中
批
に
お
け
る
表
記
の
問
題

公
開
講
演

九
州
の
島
々
の
方
言
に
つ
い
て

0
語
文
研
究
第
二
十
七
号

(
4
4
.
6
)

福
田
良
輔
教
授
退
官
記
念
号

福
田
教
授
の
思
ひ
出

短
歌
表
現
論

和
漠
朗
詠
集
と
宮
本
武
蔵

芭
蕉
に
お
け
る
死
の
意
味

塗
籠
本
伊
勢
物
語
に
関
す
る
一
考
察

て
ー

『
句
兄
弟
』
の
方
法

小

島

吉

雄

山

綺

孝

子

紫

籐

誡

也

佐

々

木

雄

爾

ー
定
家
本
と
の
対
校
を
と
お
し

山

口

康

子

石

川

八

朗

上

村

孝

（
本
学
関
係
の
み
）

研
究
発
表

馬

内

侍

集

の

構

成

幅

井

『

西

華

集

』

に

つ

い

て

石

JI

老

の

文

学

と

し

て

の

徒

然

草

佐

々

木

薩
隅
方
言
に
お
け
る
砂
・
土
・
石
に
つ
い
て
の
一
考
察秋伊

q
▲
 一J
 
h
T
 
F
 

i

、l

井口上藤田

秀康敏 義

文子幸博昭

雄八迪

爾朗子
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中

国

文

学

関

係

0
中
国
文
学
研
究
発
表
会

第
十
五
回
（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
）

陳
子
昂
の
評
価
の
問
題

第
十
六
回
（
昭
和
四
十
三
年
三
月
）

龍
宮
と
仙
境

興
国
山
歌
を
め
ぐ
つ
て

第
十
七
回
（
昭
和
四
十
三
年
四
月
）

唐
代
の
羊
士
詞
の
伝
記
的
考
察

寛
陵
の
八
友
と
謝
眺

賀
宜
の
童
話
に
つ
い
て

第
十
八
回
（
昭
和
四
十
三
年
六
月
）

王
績
に
つ
い
て

斐
子
野
「
離
晶
論
」
の
製
作
年
代
に
つ
い
て

福
田
先
生
の
想
ひ
出

福
田
先
生
と
出
来
の
わ
る
い
学
生

福
田
良
輔
教
授
と
共
に

安

東

俊

六

林

田

慎

之

助

（
熊
本
大
）
高

（
熊
本
大
）
吉山

本田橋

明文一

江男美

小

坪

た

ゑ

美

秋

吉

久

紀

夫

安

東

俊

定

家

の

仮

名

遣

い

の

成

立

に

つ

い

て

迫

野

虔

徳

「
詩
」
と
「
阿
呆
」
と
ー
芥
川
龍
之
介
「
或
阿
呆
の
一
生
」
論
一
ー

海

老

井

英

次

武

末

次

男

原

栄

一

春

和

男日

六

第
十
九
回
（
昭
和
四
十
三
年
九
月
）

朱
寧
怠
の
蘇
学
批
判
に
つ
い
て

近
代
中
国
文
学
と
現
実
主
義

第
二
十
回
（
昭
和
四
十
三
年
十
月
）

呉
梅
村
に
つ
い
て

華
海
花
に
お
け
る
表
現
と
思
想

呂
本
中
の
文
学
と
江
西
詩
派

第
二
十
一
回
（
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
）

壁

海

花

の

思

想

に

つ

い

て

麦

生

三

好

達

治

と

中

国

の

詩

上

尾

0
九
州
中
国
学
会
（
於
福
岡
教
育
大
学

4
4
.
6
.
1
)

初

唐

詩

に

於

け

る

引

用

句

安

東

俊

贈
答
品
に
関
す
る
詩
に
あ
ら
わ
れ
た
宋
代
文
人
の
交
遊
生
活

合

山

究

中

国

で

の

文

学

連

勁

の

展

閲

秋

吉

久

紀

夫

「
南
山
俗
語
考
」
を
め
ぐ
つ
て
ー
そ
の
音
韻
系
統
に
つ
い
て

中

田

喜

0
九
州
中
国
学
会
報
（
第
十
五
巻
）
（
九
大
関
係
分
）

初
洒
文
学
史
に
お
け
る
陳
子
昂
の
位
置
づ
け
安

祖

線

と

中

国

語

ー

悦

峯

和

尚

と

の

筆

語

中

田東

喜俊

勝六 勝 六

登
美
江

龍

介

佐

藤

武

朗

麦

生

登

美

江

合

山

究

樋合

口山

進究

182 



彙

報

英

文

学

関

係

O
C
A
I
R
N
 N
o
.
 1
2
 
(
昭
和
四
十
四
年
七
月
発
行
）

6

:

 

T
h
e
 S
c
h
o
l
a
r
 ,
 
G
i
p
s
y
"
考

飯

H
a
m
l
e
t
と
漱
石
の
『
行
人
』
の
一
郎
の
類
似
池

『
楡
の
木
蔭
の
欲
望
』
に
み
る
。
'Neill
の
本
質
上

野

征

一

郎

T
h
e
 C
a
t
c
h
e
r
 in 
the R
y
e

ー
あ
る
戦
後
少
年
の
「
開
眼
」

9
・ー

小

田

正

美

T
h
e
 H
o
u
s
e
 o
f
 the 
S
e
v
e
n
 
G
a
b
l
e
s
と
民
主
主
義
園

田

健

A
n
t
o
n
y
 a
n
d
 C
l
e
o
p
a
t
r
a
ズ
f
h
e
D
i
s
s
i
p
a
t
i
o
n
 
o
f
 
L
i
f
e
 

高

橋

ー
無
常
へ
の
反
逆
ー辻

1
/
1
 寸

エ
ミ
リ
ー
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ス
ン
に
見
る
近
代
性

0
日
本
英
文
学
会
第
41
回
大
会

昭
和
四
十
四
年
五
月
三
十
一
日
、
六
月
一
日
、
京
都
記
谷
大
学
で

催
さ
れ
た
。

本
学
関
係
発
表
者

O
E
 to ,
 
infinitive: 
a
 t
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
a
l
 
a
p
p
r
o
a
c
h
 

~
 

）
 

野

J
a
m
e
s
 J
o
y
c
e
:
 Exiles~ 

躙

田 田

美武 成武

ヒロY
 

帆男 鍾 子郎

大宮河

江原上

三文誓

郎夫作

0
日
本
英
文
学
会
第
22
回
九
州
支
部
大
会

（
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
一
、
二
日
、
於
宮
崎
大
学
）

本
学
関
係
発
表
者

I
a
g
o
の

世

界

池

田

成

子

A
n
t
o
n
y
 a
n
d
 C
l
e
o
p
a
t
r
a
 |
6
:
 T
h
e
 N
o
b
l
e
n
e
s
s
 of 
L
i
f
e
"
 

高

橋

鉱

T
h
e
 H
o
u
s
e
 o
f
 the 
S
e
v
e
n
 G
a
b
l
e
s
に
於
け
る
政
治
性

園

田

健

二

ー
H
u
c
k
の
精
神
の
軌
跡
と

J
i
m
の
存

小

田

正

美

松

田

修

明

飯

田

武

郎

H
u
c
k
l
e
b
e
r
r
y
 F
i
n
n
 

在
ー
反
革
命
へ
の
道
ー
ワ
ー
ヅ
ワ
ス
の
場
合

T
h
e
 R
i
m
e
 o
f
 the 
A
n
c
i
e
n
t
 M
a
r
i
n
e
r
 

英
語
動
詞
の
時
制
と
相
（
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
）

言
語
学
的
時
間
論
の
試
み

英
語
に
お
け
る

A
S
P
E
C
T

変
形
文
法
統
語
部
門
で
の
扱
い

独

文

学

関

係

0
日
本
独
文
学
会
（
春
季
）

日
本
独
文
学
会
第
二
十
三
回
総
会
、
春
季
研
究
発
表
会
は
昭
和
四
十

四
年
五
月
三
、
四
日
の
両
日
、
学
習
院
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
「
従
来
の
ド
イ
ツ
語
教
授
法
に
対
す
る
反

省
」
。
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石

0
昭
和

43年
度
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会

春
季
大
会

(
6
月
初
旬
於
早
稲
田
大
学
）

本
学
関
係
研
究
発
表
は
次
の
通
り
。

一
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
研
究

B
a
l
a
n
c
e
m
e
n
t
 e
n
t
r
e
 T
o
u
t
 et 
R
i
e
n
 

田 田

言,1 
尚

彦

0
日
本
独
文
学
会
（
秋
季
）

大
学
紛
争
の
た
め
従
来
の
よ
う
な
秋
季
研
究
発
表
会
開
催
の
見
通
し

が
立
た
な
か
っ
た
の
で
、
研
究
発
表
会
を
中
止
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

み
が
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
学
習
院
大
学
に
お
い
て
行
な

わ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
「
大
学
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
教
育

に
つ
い
て
」
。

0
日
本
独
文
学
会
（
西
日
本
支
部
）

日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
第
二
十
一
回
総
会
お
よ
び
研
究
発
表
会

は
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
八
日
、
島
根
県
津
和
野
町
国
民
宿
舎
「
青
野

山
荘
」
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。

本
学
関
係
研
究
発
表
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
「
ゲ
ッ
ツ
」
の
初
稿
か
ら
第
二
稿
に
至
る
手
法
な
ら
び
に
性
格
描

写

（

修

士

課

程

）

上

田

弘

一
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
「
塔
」
（
修
士
課
程
）
園

弘

仏

文

学

関

係

0
昭
和
43
年
度
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会

秋
季
大
会

(10
月
初
旬
於
関
西
学
院
大
学
）

0
第
16
回
九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
（
昭
和
4
3
年
11
月
3
日
於
長
崎
大
学
）

一
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る

I
n
t
o
n
a
t
i
o
n
の

機

能

に

つ

い

て

古

川

直

世

0
昭
和
44
年
3
月
卒
業
論
文
発
表
会

(
3
月
1
日）

学
士
論
文

一、

A.
G
i
d
e
の

「

贋

金

づ

く

り

」

井

上

厚

雄

-
、
P
•
N
i
z
a
n
そ

の

全

体

像

を

求

め

て

下

郡

和

子

一、

A
.
G
i
d
e
の

「

背

徳

者

」

に

つ

い

て

田

中

サ

ナ

エ

-、

M.
P
r
o
u
s
t

の
「
失
な
わ
れ
た
時
を
求
め
て
」
に
お
け
る
視
点

の

問

題

に

つ

い

て

森

永

翠

修
士
論
文

一、

J
.

J
.
 

R
o
u
s
s
e
a
u

の
「
孤
独
な
散
歩
者
の
夢
想
」
に
つ
い
て

杉

野

薫

0
昭
和

43
年
度
卒
業
論
文
題
目

古
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
お
け
る
時
間
表
出
の
前
置
詞
句
に
つ
い
て

一
口
語
学
関
係
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耳・

菜

幸且

塚

本

明

広

0
第
10
回
九
州
大
学
言
語
科
学
研
究
会
(
6
月
21
日
・
九
大
同
窓
会
館
）

研
究
発
表

1

言
語
的
場
理
論
と
語
連
想
の
研
究
教

養

部

佐

久

間

章

2

吃

音

に

対

す

る

行

動

療

法

心

療

円

科

上

囮

創

造

”

池

見

直

次

郎

九

州

中

央

病

院

久

保

村

雅

夫

3

ウ

グ

ル

族

の

原

郷

教

養

部

三

上

正

利

4

計
算
機
を
用
い
た
音
声
の
合
成
的
研
究
工

学

部

朱

雀

保

正

5

英
語
の

n
o
n
a
n
a
p
h
o
r
i
c
p
r
o
n
o
u
n
の
変
形
分
析

文

学

部

大

江

三

郎

0
第
61
回
日
本
言
語
学
会
大
会

(10
月
2
4
.
2
5
日
・
愛
知
学
院
大
学
）

の
第
一
日
に
村
山
七
郎
教
授
は
「
体
制
と
言
語
学
」
と
題
す
る
公
開

講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
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